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はじめに

合板は使用中にその表面にこまかし、割れが生ずる現象が認められる場合があり，このような合板は使用

期間が長くなるにつれて，その表面割れはますます顕著になる傾向にある。美観を目的とする合板の用途

の場合，特に化粧合板等で，この現象が発生することは材料としての性能を評価される重要な問題点とな

る。

よって合板の利用上，このような表面割れの現象を解明し，その因子となる項目を分析し，分類し，表

面割れが帰国する因子および条件を究明することが必要不可欠の課題となるであろう。

しかるに，合板は周知のごとく天然の生産物である木材を加工して作られた材料で、あるために，木材の

持つ生態的固体性，部分的不均一性がいかなる場合にも生起して，因子および条件の整理，選択に著しく

困難を生じてくる。

現在までに合板の表面割れに関する報告は見うけられるが，特殊な条件による実験が多いように准測さ

れる。よって，著者らは表面割れの解明のために，基礎的事項よりとり上げ，表面割れの発生する因子，

発生する個所の木材組織上の検討，発生する状態を調査し，これらによって発生の因子および条件を究明

し，あわせてこれが防止対策におよぶ目的をもって本実験に着手した。

この一連の実験計画のうち，初期の部分の実験結果を得たので第 1 報として報告する次第である。

試料の選定と実験目的

合板の表面割れについては試料に帰国する事項と割れが発生する因子に関係する事項とが考えられる

が，いずれの場合も複雑多岐にわたっており，これらを整理，連尺し，条件を分類する必要がある。

このために第 1 報としては試料に関係する事項を実験の対象とし，しかも試料の条件を下記のように制

限し，規定して実験をすすめた。

表面割れは木材素材でも生ずる現象であるが，本実験では対象を合板，すなわちクロスパンド構造を有

する合板構成材料とし，特に普通合板の表面に単板を貼付した化粧合板を実験試料とした。

合板の表板単板の材質は表面割れに影響する因子として最も重要であろう。特にロータリ一切削やスラ

イサ一切削によって得た単板は必然的に生ずる裏割れ(1athe check) が表面割れに著しい関連性を有す

ると推測される。しかし試料条件の複雑化をさけるために表板単板の裏割れと表面割れの関係は以後の実

験項目とし，第 l 報は裏割れの伴わない表板単板を実験対象とすることとし，鋸挽単板 (sawn veneer) 

を表板単板に使用した。
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このほか単板含水率，接着剤の種類等も表面割れに影響する因子と考えられるが，これらの因子は次の

実験項目の対象とし，今回はすべて同一条件で合板の製造を行なった。

よって本実験では裏割れの存在が認められない，樹種を具にした化粧単板を貼付した化粧合板について，

次の項目を実験目的とした。

0化粧単板の樹種と表面割れの度合，早さとの関係

O化粧単板の厚さによる表団関jれの差異

。化粧単板と台板合板の表単板との繊維方向の関係と表面割れ

O表面割れと木材組織との関係

試料

工.化粧単板

a. 使用した樹種: Table 1 に示す樹種の単板を化粧単板として使用した。

Table 1. 使用した樹種 Used species. 

樹種番号|

Species number I 

園内産樹種
3 

4 
]apanese 6 
specles 7 

8 

輸入材樹種
2 

Imported 5 
specles 

9 

樹種

Species 

シナノキ Shina 

ヤチダモ Tamo 

セ てノ Sen 

フ ナ Beech 

ナ プ Oak 

マカンパ Birch 

チ ク Teak 

ウォノレナット Walnut 

ゼ プ フ Zebra wood 

学名

Botanical name 

Tilia ja�onica 

Fraxinus mandshurica 

Kalo�anax Se�temlobus 

Fagus crenata 

Queγ叫S 棉ongolica

Betula maxi刑owicziana

Tectana grandis 

Juglans nigra 

Mi針。>beγlinia bγazzavill側sis

b. 単板厚さ(接着前) :化粧単板はまず 3mm 厚に鋸挽し，表面をサンダー仕上げし，これを台板合

板に接着した。なおすべて板目木取りである。

c. 含水率:接着前の化粧単板は恒温恒湿室で，合水率 12% に調湿した。

1I.台板合板

a. 樹種:ラワン

b. 構成: 9 ply 17 mm 厚

c. 単板厚さ:表裏単板 lmm 厚

d. 含水率:台板合板は恒温恒湿室にて 12% ìこ調湿

1II. 化粧単板の接着

a. 接着剤:メラミン樹脂接着剤

b. 接着条件:熱圧 8 kg/cm2, 110 DC, 10 分間

c. 繊維方向:化粧単板の秘纏方向と台板合板の表板の繊維方向は平行する場合(以下平行ばりと称す)

と直交する場合(以下直交ばりと称す〕との 2 種類を作り，試料としt::.o
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IV. 試料の化粧単板厚さの種類

化粧単板を接着した合板は，恒温恒湿室にて含水率が 12% になるよう調湿し，その後化粧単板を手か

んなにて鈎削し，化粧単板の厚さが 0.3mm および 0.8mm の 2 種類の試料を作った。

V. 試料の寸法

化粧単板の繊諸経方向に 3.2cm 

化粧単板の繊維方向と直角方向に 2.0 cm 

VI. 試料の種類

上記の方法により作られた試料の種類を総合すれば，下記のとおりとなる。

O化粧単板の樹種により 9 種類

0平行ばり，直交ばりにより 2 種類

。化粧単板厚さにより 2 種類

すなわち，各樹種ごとに平行ばりで単板厚さ 2 種，直交ぱりで同じく 2種，計 4 種類となり 9樹種で総

計 36 種類の試料を作った。

表面割れを発生する方法

化粧合板の表面に表面割れが発生する因子は詳細には解明されていないと考えられる。しかしその原因

の 1 つであり，かつ最も重要な因子となるものに，木材質が吸湿，放湿により，膨張，収縮を生じ，これ

によって生ずる応力に，木材質の 1 部分が般壌を生じ，表面割れとして表現されるものがある。本実験で

はこの方法を実験室的に促進せしめ，短期間に表面割れを発生せしめる方法を用いた。すなわち試料を水

中浸潰し，後乾燥を行ない，この処理を繰返し行なう方法である。この処理条件と繰返し数を次に示す。

40 0C の水中に 4 時間浸漬 1 
ト 1 cycle 

40 0C の乾燥器で 20 時間乾燥 j
10 cyc1e まで行なう。

測定と結果

1. 試料についての測定

a. 比重

化粧単板について，各樹種の気乾比重(含水率 12%) をおのおの 2 個ずつ測定し，その平均を Tab!e

2 に示す。

b. 道管および放射組織の分布状態

試料合板の未処理のものについて， Fig. 1 に示す測定幅内の測定線上に現われる道管および放射組織

について，顕微鏡にて幅 (x100) および本数 (X40) を測定した。試料は各樹種ごとに 0.3mm 厚の化

粧単板を有する試料合板の平行およひ官交ばりの 2 種類を用い，道管および放射組織の平均幅，および最

大，最小1陪を測定した。またこの結果より，試料の測定幅に対する道管および放射組織の腐の合計(測定

線上〕の割合も算出した。これらの結果を Fig. 2 に示すっ

c. 浸漬，乾燥操作後の膨張，収量梓

膨張および収縮率はそれぞれ各試料ごとに処理条件の浸漬後および乾燥後において Fig. 1 に示すと同

じ測定備で，読耳元り顕微鏡 (X40) にて， 10 cyc1e の繰返しの各 cyc1e Vこて測定し，この平均を Fig. 3 
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Table 2. 測定した比重と道管酎列形態
2 111m 2mm. 

Specific gravity and dispositions of vessel. 
作叶 tベ

樹種番号|樹 種|道管の国列形態|比 重
Species I Specific 
number Species Disposition of vessel gravity 

散 子L 材 0.47 
Diffuse porous wo心d

2 |チ ク| 環孔散点材
0.53 。ー・M・eastir-w-lenTl一inーe-43 

Ring porous w∞d 

3 |タ モ| 環孔散点材 0.59 
Ring porous wood 

(測定線}

4 |セ ン l 環孔波状材
0.60 。一一Measuーm・E一n一t ー|一ineー-0 I Tヰ111mRing porous wocd 

4 
5 |ウォノレナット| 散 干し 材

0.61 Diffuse porous wocd トー測定官→1

6 |プ ナ| 散 子L 材
0.63 

Meo.surlllent Width 
Diffuse porous wood 

7 |ナ ラ| 環孔放射孔材
0.68 

Fig. 1 試料に付した測定線
Ring porous wood Test specimen and parts 

8 |カ 散 子L 材
0.69 

of measurement. 
Diffuse porous wood 

9 |ゼ プ ラ| 散 子L 材
0.75 Diffuse porous wood 
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Fig. 2 道管および放射組織の測定lþj

V巴ssel and ray measurement width. 
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1I. 

a. 観察方法

表面割れの観察には同一試料につ

いて次の 3種の方法を用いた。
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合板に表面君事jれが発生した個所を

0顕微鏡

b. 表面割れの発生個所

気乾含水率 9.9% 
浸漬後含水率 41. 4%...膨張…400C...4 時間浸漬l

~ 1 cvcle 
乾燥後含水芸名 6.1%...収縮...40 0C...20時間乾燥J - -J  

台板合板の表板はラワ γ1mm 厚

数字 (Figure) :樹種 (Species)

: 9 樹種の平均 (Average)

Fig. 3 膨張率および収縮率

SwelIing ratio and shrinkage ratio. 

木材組織より分類を試みた。すなわ

ち木材組織を道管部，放射組織部，

木蝋患を含むその他の組織部の 3 種類とした。なお道管部の割れとは Fig. 4 に示すような形態の割れを

さす。

c. 測定項目と判定基準

前述のように 3 種の木材組織別，各 cycle 別に表面割れを測定したが，その項目は次の 3種類である。

表面審jれの度合(1) 

前記表面割れの観察方法(1I. a.) の項の肉眼，拡大鏡および顕微鏡の 3種で測定したが，これを表面

割れの程度，度合の主主に用いた。すなわち，肉眼で観察できる割れは大きい度合の表面割れ，拡大鏡の場

合は次の度合であり，顕微鏡のみで観察できる割れは小さい度合の表面割れとした。

表面割れの本数(2) 

試料の全表面について，発生している割れの本数を顕微鏡にて測定したコ

樹種による表面割れ発生の順序(3) 
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Table 3. 表商割れの測定

Measurement result and observation 

属医語芸品131討を 12!日12FB
I 引0.47川 jjj ド|土lL411三

3 1 タ 引0.5891リ:;ドtilJE|44司王
4 1一Ml|11LILt「rhFJ17
5 1訂作 6144ljjl寸1ドド二二
6 1 プ ナ10十 ;i;:; [目30 巨寸三三三i|干ヨ;lt己三ゴゴlE王司l出』止二国
7什…|け一十十ナ一十十ラ1十~lト6

l� カ ιl j:i ;:j lドぺ三ヰ---三ベ士廿1ドリ三イ|L干芋剖仁同l片オ王子司1(ド=中三=-­ドh戸11 J 

9引山………一!凶附防……ゼU防吋…ブ方矧泊…一ラ升苅加引10川川山Oω叩山7凡硝4必6J ;:ij:: (ド一[H土=(片出土王[ド三川市岡
仁二]割れなし ~ 40 倍顕微鏡で割れ判明
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および観察結果

result of surface check. 

8 10 

7 倍ノレーベで割れが判明
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-
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医翠~ 肉眼観察で割れが判明
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使用した 9樹種の化粧単板で， その樹種聞の表面割れ発生の早さは，割れの発生を認めた cycle 数に

より判定した。

d. 表面割れを測定した cycle

前述の表面審jれについての測定を行なった cycle は， 10 cycle の繰返しのうち， 1, 3, 5, 8, .10 の各

cycle の 5 固について，乾燥処理後に行なった。

e. 表商害jれ測定結果

上記による表面割れの測定結果を Table 3 に示す。

考察

I. 表商事lれの発生について

表面割れの発生の因子は種々あると考えられるが，表面化粧単板中の水分の移動によって生ずる単板の、

膨張収縮により生ずる応力により，単板材質の欠点，または弱点にこの応力が集中して割れを生ずる場合

が多く，またこれが支配的であると考え，合板を水中浸漬後乾燥する工程を繰り返す方法で本実験を行な

、'"-:>1 、、-。

この結果より実験に使用したすべての樹種で浸漬乾燥の工程を繰り返した場合，必ず表面割れは発生す一

るものであると考えられる。たとえ肉眼では認められなくとも，拡大してみた場合には表面割れは存在し

ていた。

1I. 表面割れと木材組織との関係

表面割れが発生する個所と木材組織との関係を検討した。これは 9 樹種について一般的な傾向もあるが・

樹種により特異な傾向を示す場合もある。

a. 放射組織について

一般に放射組織で表面割れが発生する場合が多く，割れに対する組織上の弱点を示す傾向にある。放射

組織の内部またはその付近で発生する傾向が多い。樹種ではゼブラ (457 本)， タモ (325 本〉が特に多

く，プナ(103 本)がこれにつづいている。

b. 道管について

放射組織に比較すれば，道管部で割れの発生する場合の傾向は少ない。樹種ではゼブラ (85本〉が特に

多く，ウォノレナット (15本)， カパ (16本)がこれにつづく。木材内部にある道管は割れに対して安定で

為るが，表面に開孔した道管(切削の際に切断された〉は著しく不安定な傾向である (Fig. 4 参照)。

c. その他の組織

刊is section ariSe 胡e SUrf(lCE Cheneing. 
γーとm 部骨に生ずる宮IJ "，

;<f-こミミミご---

ムー目:ìn 道官

Cutted Ves51e 
Fig. 5 日切道管の表面言語れ

Surface checking of cutted vessel. 

木繊維をはじめとするその他の組織での表面部れの

発生は，放射組織につづいて多く観察された。樹種で

はブナ (145本〕が特に多く，カパ (39本)，セン (34

本〉がこれにつづレている。ただし， Fig.5 に示すよ

うな部分の割れがウォノレナットに生ずる場合が著しく

多く 209 本を示しているが他の樹種には少なかった。

結論として表面割れが発生する木材組織の個所は，

樹種により若干の特異性はあるが，一般には放射組織.
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の内部，またはその付近より発生する場合が多く，道管部は割れに対して安定しているが，表面に開孔し

ている道管は不安定である。

JlI. 9 樹種間の表面割れの度合の比較

a. 表面智jれの度合

表面審Jれの度合は割れの大きさと本数との両面より判定し， 10 cyc1e 目の試料を中心にして 9樹種聞

を比較し，樹種聞の表面割れの度合を判断した。

Tab!e 3 の 10 cyc1e 目で表面割れの大なるもの，すなわち肉眼で認められた試料について，割れの本

数で比較すれば，ゼブラ (552本)，プナ (114本)，ウォルナット (49本〉の順でおり，この 3樹種は表面

割れの度合の大なるものである。次にはセ γ(20本)，ナラ (14本)，カバ (10本〉の 3樹種が次の割れの

程度を示しており，この 3樹種は割れの本数も大差なく，大同小異の傾向で 1 グループと考えられる。次

はシナ (5 本)，チーク (1 本)，タモ (0 本〕となり，この 3樹種も前グループと同様， 3 樹種聞では大

同小異であり， 1 グループをなすと考えられる。なおシナの 0.3mm 厚化粧単板の平行ばりに肉眼で認

められる 5 本の割れが 2 cyc1e 目より発生しているが，これは特に著しい欠点が試料に存在したものと恩

われ，特異な例と考えられる。

次に第 2 ，第 3 のグループについては，表面苦手Jれの度合を大きさの中位のもの，すなわちルーペで認めら

れるものについて， 10 cyc1e 自の試料で調べれば，セン，ナラ，カパのグループについではカパ (44本)，

セン(40 本)，ナラ(14 本〉となり，前記の肉眼で認められたものと総合してしいて順位をつければセン，

カパ，ナラとなると考えられる。またシナ，チーク，タモのグループについてはタモ (197本)，シナ (0

本)，チ}ク (0 本〉となり，との 3樹種ではタモ，シナ，チークの順となるであろう。白

以上を総合して表面割れの度合の順位をつければ，程度の大なるものよりならべると次のようになる。

ゼブラ〉プナ〉ウォルナット〉セン〉カパ〉ナラ〉タモ〉シナ〉チーク

なおタモは小型の表面割れが数多く発生する傾向にあるので，実際には割れやすい傾向の樹種になろう。

b. 表面割れの度合と材質の関係

(1) 比重との関係について

表面割れの度合と化粧単板の比重とは比較的に相関関係が高いものと考えられる。試料の化粧単板り測

定した比重は Tab!e 2 に示されているが，比重 0.7 以上のゼブラに表面割れが著しく， 0.55 以下のチ

ーク，シナに割れが少ない。 0.6~0.7 の聞の比重の樹種が表面割れ中位のものとなっている。

(2) 膨張収縮率との関係について

試料合板の化粧単板表面の膨張収縮率の測定は Fig. 3 に測定結果を示しているが，表面割れの度合と

の関係は本実験の範囲内では有意の関係は認められない傾向にあっ t.::.。

(3) 木材組織との関係について

表面割れの度合と道管および放射組織の幅または分布状態との関係を検討した。 Fig. 2 には試料合板

のこれらについての測定結果が示されているが，道管および放射組織の平均騎または最大臓についても，

また単位長あたりの合計幅についても， 9 樹種間では有意な相関関係には芝しい傾向にあった。しいてい

えば，道管の平均憾の特に大なるゼブラ，ウォルナットはこれに支臨されて表面割れの度合が大であり，

この 2樹種を除けば放射組織の単位長あたりの合計隔に関係tあるように思われるも，関連性を有するとし、

う程度めものではないと推測される。



- 38 ー 林業試験場研究報告第 167 号

Tab!e 4. 表面割れの速さ Speed of surface check. 

樹種番号 平行ばり ( 11 ) 直交ばり (よ)
樹種 Paralle! bonding Perpendicu!ar bonding 合計

nSupmecbiees r Species 
0.3 mm 1 0.8 mm  

Tota! 
0.3mm 

シナノキ 6 。 。 。 6 

2 チー ク 3 。 2 。 5 

3 タ モ 7 7 4 19 

4 セ 、ノ 2 。 3 5 10 

5 ウォノレナット 5 6 5 7 23 

6 プ ナ 9 8 8 8 33 

7 ナ フ 7 。 6 3 16 

8 カ ，、 4 5 4 6 19 

9 ゼプラ 8 9 9 9 35 

(4) 道管の配列形態との関係について

試料合板の化粧単板に使用した樹種の道管配列形態は Tab!e 2 に示しているが， 表面割れの度合と道

管の国列形態との関係は本実験の範囲では全く認められなかった。

lV. 9 樹穫聞の表面割れの早さの比較

試料として使用した化粧単板の樹種の簡において表面割れの発生の遅速を検討した。すなわち，浸漬乾

燥の cyc1e を繰り返す際に，少ない cyc1e で割れの発生した樹種は表面割れの発生の早い樹種とした。

よって Tab!e 3 より各樹種ごと化粧単板厚，直交平行別に表面割れの最も早いもの，同一 cyc1e 内で

は度合の大なるものを 9 とし， 以下 8， 7……1 としづ数値を付した。 また割れの存在しない樹種は O と

し， Tab!e 4 を得た。樹種ごとにこの数値を合計し，合計値の大なるものが表面割れの早いものとなる。

この結果単板厚，構成により多少の差異はあったが，総合した結果は次のとおりとなる。

ゼブラ>プナ〉ウォノレナット〉タモ〉カパ〉ナラ〉セン〉シナ〉チーク

ここにタモは割れの大きさは比較的小なものが多いが，早く発生する傾向にある。試料の 9樹種聞では

表面割れの早さは，前述の表面割れの度合とほぼ一致する傾向であり，ともにゼブラ，プナ，ウォノレナッ

トが惑く，シナ，チークはよいグノレ}プに属する樹種となった。

表面割jれの早さと木材組織との関係は著しいものではないが，放射組織より早く発生する場合が多いよ

うである。

v. 化粧単板と台板合板の表単板との繊維方向の関係および化粧単板厚さと表面割れについて

試料の 9樹種の化粧単板を総合して，平行ぱりと直交ばりが表面割れに及ぼす影響と，化粧単板厚さが

表面割れに及ぼす影響とを考察した。

Tab!e 3 の観察結果より各測定 cyc1e において表面割れの度合， すなわち肉眼，ノレーベおよび顕微鏡

により認められる表面割れを，それぞれ 9 樹種中いくつの樹種に認められたかをかぞえて Tab!e 5 を作

~" 
マコ ，、-0

まず 10 cyc1e 後において，肉眼で認められる表面割れの生じたものは平行ばりの 0.3mm で 8 樹種，

その他は 1~2 樹種で応札平行ばりの 0.3mm 厚化粧単板(略号 0.311 )の場合が最も表面割れの度

合の大なるものと考えられる。次に 10 cyc1e 後にルーペで認められる表商割れについてみると，直交ば
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Table 5. 化粧単板厚，繊維方向別に表面智jれの認められた樹種の数

繊維方向 ，化板粧厚単 観察方向 Cyc1e 
Fiber Method of 

direction Veneer 
Observatiori 5 -¥- 8 I 10 thickness 

顕微鏡 Microséope 。 3 l l 

0.3mm ノレーペ Rouper 。 3 3 。

平行ばり( 11 ) 肉眼 Naked eye 2 4 4 5 8 
Parallel 
bonding 顕微鏡 Microscope 。 l 2 3 

0.8mm ルーペ Rouper 。 0- 。 3 

肉眼 Naked eye 。 l l l 

顕微鏡Microscope 2 l 3 l 

0.3 rrim ノレーペ Royper l l 2 6 6 
直交ばり(よ〕

肉眼 Naked eye 。 1 1 l 
Perpendicular 

bonding 顕微鏡 Microscope 2 l 2 2 2 

0.8 mm ノレ-~ミ Rouper l 2 3 4 3 

肉眼 Naked eye 。 1 l 2 

Table 6. 合板構成と膨張収縮率

Plywood constitute and swelling, shrinking ratio. 

繊維方向

|直交ばり ω
ゐ% i;をml 収のと収縮し縮た比率場
合の

酎まりい 0.3 。 0+0.3=0.3 1.0 0.05 1.0 

0.8 。 0+0.8=0.8 2.7 0.22 4.4 

平行ばり( 11 
0.3 1+0.3= 1.3 4.3 0.29 5.8 

0.8 1+0.8 士1. 8 6.0 0.45 9.0 

りの 0.3mm が 6 樹種あり，他は 3樹種であって直交ばりの 0.3mm厚化粧単板(略号0.3 .L)の場合が，

このうちでは割れの度合が大なるものと考えられる。化粧単板厚 0.8mm 平行ばり(略号 0.811 )およ

び直交ば、り(略号 0.8 .L)はほぼ同一であるが， cyc1e の少ない場合の割れの発生およびルーペによる各

.cyc1e を検討した場合には，直交ばりの方が平行ばりよりもやや表面言語れに対し度合が大となるように考

えられる。

本実験の範囲では，これらについては表面割れの程度の大なるものよりの順序が，次のようになっている。

0.311 >0.3上 >0.8よ逗0.811

よって，表面化粧単板は薄い場合に表面割れが多く発生する傾向であり，この場合には平行ばりが直交

ばりより惑い結果であった。単板厚の厚し場合は平行およひ直交ばりの差が著しくない。

次に試料合板の表面単板の浸漬乾燥による膨張収縮率と上記化粧単板厚および構成との関係について

は， :Fi~. 3 に示す単板厚， 平行直交ぱりで 9樹種の平均の膨張収縮率より膨張率および収縮率はともに

'0.811 >0.311 >0.8上 >0.3上となっている。 この傾向は試料合板の構成によって当然考えられることで

あり， Table 6 に示すとおりである。すなわち，化経単板カ事村』る台板合板の表単板が同一繊維方向の場



- 40 ー 林業試験場研究報告第 167 号

合は化粧単板の膨張収縮は直交の場合より一層大きくなるためである。しかるに，化粧単板見かけの膨張

収縮と表面言語れの程度とは， 0.3mm 厚の場合は関係を有するも， O.8mm 厚では影響少なくなる。この

ことより表面割れは，化粧単板の厚さがあまり薄くなることによる材質的強さの減少と，膨張l奴縮応力と

の関係により発生することが支配的であって，膨張収縮率は 2 次的な割れ発生の因子となるものと考察さ

れる。

摘要

本実験はラワン合板の表面に 9樹種の裏割れのともなわない化粧単板を貼付した化粧合板を作り，浸潰

乾燥を繰返すことにより表面化粧単板に表面割れを発生させた。この結果，以下のような事項が導き出さ

れた。なお化粧単板は 0.3 mm , 0'.8 mm 厚で~り，台板合板に対し繊維方向直交ばり，平行ばりの 2 種

類を作った。

0浸漬乾燥繰り返し処理を行なえば，すべての樹種に表面言語れは発生した。

。表面割れの発生は一般的に放射組織の内部またはその付近に多く，道管部は割れに対し比較的安定で

あるも，表面に聞孔を有するものは著しく不安定となる。

09樹種聞の表商割れの度合は次の順序となる。

ゼブラ〉ブナ〉ウォノレケット〉セン〉カパ〉ナラ〉タモ〉シナ〉チーク

09樹種間の表面割れの早さは次のJI厨序となる。

ゼブラ〉ブナ〉ウォノレナット〉タモ〉カパ>ナラ〉セン〉シナ>チーク

09樹種聞の表面割れの度合および早さは樹種の比重に関係がある傾向である。

0化粧単板の厚さおよび台板合板との繊維方向の関係(直交ばり，平行ばり〉と，表面割れの度合とは

次のようになる。

0.3 [¥ >0.3上 >0.8よ孟0.811

0化粧単板表面の見かけの膨張収縮率よりも単板の膨張収縮による応力に耐える材質的条件(単板厚〉

が支配的と考えられる。

Studies on Surface Checking in Plywood. Report 1. 

Masashi YAGISHITA and Takao OKANISHI 

(R駸um�) 

There often is a tendency for checking to develop on surface veneer of plyw∞d duringｭ

use. This phenomenon is among the important subjects "c1aiming attention in the use of plywood, 
especially, in the case of decorative use of veneer巴d plywood. 

For such reason, a study in relation to surface checking on plywood is being conducted. 

The main purpose of the present investigation as set forth in Report 1 is to obtain 

experiment data on surface checking on decorative non-lathe checked surface veneer of veneered 

plywood. 

The subjects in this experiment are as follows : 
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o Grade and quickness of checking among 9 species of surface veneers. 

o The difference of checking in respect of thickness of surface veneers. 
o The relation betw符n checking and fiber direction of decorative surface veneers to face 

veneer of base plywood. 

o The growth of checking in each part of wood tissue. 

Samples 

-. 
1. Species 

The 9 species of decorative surface veneers used in this experiment are shown in Table 1. 

2. Thickness of surface veneer and bond me由。d.

The sawn veneers (3 mm thickness) of 9 species are bonded on Lauan 9 ply base plywood 

by m伽nin resin. After bonding, the sawn veneers are iPl阻ed to 0.3 ,mm and 0.8mm 

thickne岱 by a hand plane. 

3. Fiber direction 

The fiber direction of surface veneer and that of face veheer of base plyw∞d are bonded 

toge也er in parallel ( 11) (p訂allel bonding) and in perpendicular (上) (perpendicular bonding). 

4. Size of test piece 

3.2 cmX2.0 cm 

Treatment 

It is assumed that there are many factors in the development of surface checking on plyw∞d， 

and the main effective factor causing them may be the shrinkage and swelling of wood by 

desiccation and absorption of moisture. For this reason the test pieces in the experiment are 

subjected to 10 cyc1es of water soaking-drying condition to produce artificial surface checking 

on 也e surface veneer. The treatment consists of 

鈎aking : 4 hours in 400C water 

drying : 20 hours in 400C thermostat. 

工. on the test pieces 
a. Specific gravity 

Measurement and results 

Specific gravity of 9 species surface veneers are shown in Table 2. 

b. Disposition of v巴ssels and rays 

The width and number of vessels and rays 口n a measurement line shown in Fig. 1 are 

measured by microscope (x 40) , and the results 紅e shown in Fig.2. 

c. Swelling and shrinkage in soaking and drying 

The averages of measured values of swelling and shrinkage in each cyc1e of 10 cyc1es 

are shown in Fig. 3. The method of treatment is the same as in the case of veEsels and rays. 

II. On the surface checking 

a. Methed of observation of checking 

( 1 ) Naked eye 

(2) Rouper (X7) 
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( 3) Microscope (X 40) 

b. Measurement of surface ch巴cking

The wood tissues on surface veneer having checks, are divided into 3 parts, namely vessel, 
ray and other tissues contained in wood fiber. On each part of wood tissue in the 1st, 3rd, 
5th, 8th and 10th cyc1e, the surface checking is observed by naked eye, rouper and microｭ
scope. These results are given in Table 3. 

c. Basis of judgement on checking 

( 1) Grade of surface checking 

The checking found by naked eye is the large 口ne， by rouper the middle and by microscope 

the small. 

( 2 ) Number of surface checks 

( 3 ) Quickness of surface checking 

The quickness of checking among 9 species of 唱urIace veneers are decided by numbers of cyc1e. 

Conclusion 

1 . On the development of surface checking. 

By the cyc1e treatment of water soaking and drying, the surface checking grows certainly 
Qn all 9 species of surface veneer. 

1I. On the relation of surface checking and wood tissue. 

The surface checking tends to develop easily in the inside of ray and its neighbourhood, 
and a vessel has slight tendency to produce surface checking, but vessel appeal'泊g on the 

surface-vessel cut off一has an unstable t巴ndency to develop surface checking. 

1[[. On the grade of surface checking alllong 9 species of surface ven巴Eτs.

The grade of checking is decided by largeness of checks and their numb巴rs in the 10th 

cyc1e in Table 3 reveal the following: 

Zebra> Beech> Walnut> Sen> Birch>Oak> Tamo> Shina> Teak 

The grade of surface checking may have a comparative mutual relation to speci五c gravity 

of surface veneer, but it has no relation to disposition of wood tissue, swel1ing and shrinkage 
ratio and disposition of vessels. 

IV. On the quickness of surface checking among 9 species of surface ven巴ers.

The quickness of checking is decided by the number of water soaking-drying cyc1es, that 
is to say, the species that develop shecks in the early cyc1e are in the quick group of surface 

checking (see Table 3). By the number of cyc1es and the grade of checking in same cycle, 
the 五gures of 9, 8. ……1, are marked : the figure of 9 indicates the species that produces the 

surface checking most quickly among 9 species. Then Table 3 is prepared. Table 4 gives the 

fal10wing relations in the quickness of chec恒ng.

Zebra> Beech> Walnut> Tamo> Birch>Oak> Sen> Shina> Teak 

V. On the grade of surface checking in regard to veneer thickness and 五ber direction of surface 

veneers 

In Table 3 is shown the number of species found to have produced checks in each cyc1e 

from Table.5 in the combination of 0.3 mm thickness surface veneer (0.3) , 0.8 mm thickness 

surface veneer (0.8) , paralleI bonding ( 11 ) and perpendicular bonding (ム). The !grade of 

surfac巴 checking applying to 4 kinds of the combination are shown as follows: 

0.311 >0.3上 >0.8 _l_孟 0.811

In this experiment, the thicker veneer is more effective in preventing surface checking than 

the thinner one and the perpendicular bonding is more effective than the paralleI in thinner veneer. 


